
アメリカに来て3年が過ぎた。暴動に始ま

って地震、山火事、洪水、おまけに2度に

わたる入院と散々な目にあい続けたロサンゼ

ルスをあとにして、1995年3月、二十数年

来の夢を現実のものとすべくハワイに引っ越

してきた。相変わらず日本人観光客は大勢

いるし、冬のハワイは雨が多くて湿っぽいが、

それでも空気はきれいだし、一番寒いときで

もせいぜい長袖シャツ1枚はおれば十分とい

う温暖な気候はさすがに南国である。この引

っ越しを機に、しばらく中断していたインタ

ーネットへのアクセスを再開した。

カリフォルニアにいたときはプロバイダー

はいくらでも選択の余地があったが、ハワイ

では最初様子がわからずにちょっと苦労した。

とりあえず、商用プロバイダーとしては最大

手のPSIのサービスに加入したが、これはア

クセスそのものよりもアクセス用のソフトウ

ェアのほうが主目的だった。7日間無料でア

クセスさせてくれるデモアカウント制度もあ

り、正式にサインアップをすれば50ドルを支

払ってソフトウェア（カメレオン）は自分の

ものになる。前は単

なるテレネット接続

であったため、いま流

行りのWWWをはじめIP

接続ならではのソフトウェア

を使うことができなかったが、今

度はPPP接続なのでGUIでインターネ

ットを利用できるようになった。

ところがこのPSI（正確にはInterRamp）、

ホノルルにアクセスポイントがない。ソフト

ウェアを頼んだときには近々できる予定だと

いう話だったが、正式IDを取ってしばらくし

てからサポートに電話で確かめたところ、い

ますぐにホノルルにアクセスポイントができる

予定はないと言う。これでは電話代がたまら

ないのであわててハワイのローカルプロバイダ

ーを探す。ちょうどタイミングよく近くの学

校でインターネットの取材をしたときにロー

カルプロバイダーを紹介してもらったのでさ

っそく入会した。このプロバイダー、アクセ

ス時間無制限で月ぎめ28ドルなり。ちなみ

にInterRampのほうも似たような料金。

えらく長い前置きになってしまった。今月

からしばらくアメリカのインターネット、そ

して商用BBSなどコンピューターネットワー

クとそれを取り巻くいろいろなお話をさせて

いただくことになった。タイトルに「ジャパ

ン・バッシング」とあるように、日本が遅れ

ている面も多々指摘していくことになると思

うが、グラウチー（不平家）の小言と思っ

て気楽に読んでいただきたい。なにせ

アメリカに住み着いて3年。

他のことでは日本のほうが

いいと思ったことは少な

からずあったが、ことネ

ットワーク環境に関して

はすべてにおいてアメリ

カのほうが上であると認識

している。アメリカのネット

ワークのよさと進んでいる面を1人

でも多くの日本人に知ってもらい、日本のネ

ットワーク環境の進歩に少しでも役に立てれ

ばこの上ない喜びである。

引っ越しといえばまず電話
機会あるごとにあちこちに書いてきたが、日

米のネットワーク環境の決定的な差は電話料

金だろう。ハワイに引っ越してきて電話を3

本引いた。ボイス用、FAX用、モデム用に

それぞれ１本ずつというわけだが、これにか

かった費用が300ドルちょうど。これでもハ

ワイの場合、保証金として1本につき60ド

ル取られるのでえらく高いほうである。もっ

ともこの60ドルは、1年経つとちゃんと利息

が付いて返ってくる。

つい先日、第1回目の請求書がきたが、3

本合わせて180ドルほど。この中にはInter-

Rampへのアクセスのためにカリフォルニア
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Akira Chino
この春からホノルル在住のネットワーク・ジャーナリスト。

長年日米のBBS事情を取材しているが、

日本の通信環境を考えると

ついグラウチー（grouchy：不機嫌）になってしまう。
chino@pcvan.or.jp (Japanese Kanji)
akira@lava.net (English)
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ハワイからカリフォルニアへ長電話78ドル！！
でもこっちじゃ高～い！
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●アメリカ国内（平日昼間：AT&T）

都市名 ホノルル カルフォルニア シカゴ ニューヨーク

都市名 ホノルルからの距離 0km 4000km 7000km 8000km

ホノルル 0km 月15ドルかけ放題 2.7ドル 3.0ドル 3.3ドル

カルフォルニア 4000km 2.7ドル 月15ドルかけ放題 2.7ドル 3.0ドル

シカゴ 7000km 3.0ドル 2.7ドル 月15ドルかけ放題 2.7ドル

ニューヨーク 8000km 3.3ドル 3.0ドル 2.7ドル 月15ドルかけ放題

●日本国内（平日昼間：NTT）

都市名 東京 川崎 静岡 大阪

都市名 東京からの距離 0km （隣接地域） （～160km） （320km～）

東京 0km 40円 70円 270円 600円

川崎 （隣接地域） 70円 40円 470円 600円

静岡 （～160km） 270円 470円 40円 600円

大阪 （320km～） 600円 600円 270円 40円

にかけまくった長距離通話代78ドルほどが

含まれている。すなわち最初からハワイのロ

ーカルプロバイダーに入会していれば、電話

代は３本で100ドルほどですむ勘定になる。

いくらアメリカでも個人で3本も電話を引く

人はそうそうはいないらしく、電話局で申し

込んだときも工事にきた人間にも念を押され

た。普通の家庭の電話代といったらせいぜい

が数十ドルで、100ドルを越えようものなら

大事件である。先日取材で会った人が、親

戚がハワイに遊びにきてカリフォルニアの

BBSにアクセスしまくって電話代が200ドル

を越え家中大騒ぎになったと言うから、日本

で同じようなことをやったら電話代は2000

ドルはいってもおかしくないと言ったら、絶

句していた。ちなみにハワイとカリフォルニ

アは一応国内ではあるが、約4000キロ離れ

ている。日本とハワイの距離が6000キロと

言えばどれくらい遠いかおわかりいただける

だろうか。名目は国内でも、回線状態から

何もかも国際通話と変わらないカリフォルニ

アに筆者も回数にして100回ほど、時間に

してのべ10時間ほども長距離通話をかけた

結果が78ドルである。アメリカ人にとっては

これでも卒倒するほどの金額なのである。

もちろん、市内通話は月十数ドルの基本

料金の中に含まれていてかけ放題。だからア

メリカの場合、市内通話地域内にネットワ

ークのアクセスポイントがあるかどうかは

実に重要なファクターである。ハワイ

の場合、全体的に遅れ気味で、引

っ越してきたときにはほとんどのネ

ットワークに14400bpsのアクセス

ポイントがなかったのだが、アメリカ・オン

ラインがインターネットからのTCP/IP接続

ができるようになったり、コンピュサーブや

プロディジーが14400bpsをサポートしたり

して残るはTymnetとSprint Netくらいにな

った。こうして市内にアクセスポイントさえ

あれば、電話代は全く気にすることなくネッ

トワークにアクセスすることができる。

何万局もあるローカルBBS
現在筆者が利用しているインターネットの

プロバイダーLava Net（Lavaとは「溶岩」

の意味）のように月額固定料金制のネット

ワークであれば、電話代を含めて一切時間を

気にすることなくアクセスし放題である。さ

すがに1回のセッションが10時間まで、法人

ユーザーは使えないという制限はあるものの、

その気になれば朝から晩までつなぎっぱなし

でUNIXのプログラミングを自宅の端末から

オンラインで、などということも可能である。

アメリカには何万局とも言われているローカ

ルBBSがあり、大小の商用ネットワークと

ともに今日のアメリカにおけるネットワーク

社会の形成に一役も二役も買っている。イ

ンターネットがこれだけアメリカでポピュラー

になったのもローカルBBSや商用ネットの下

地があったからであり、そのローカルBBSの

隆盛は安い電話料金体系というインフラの上

に成り立っている。昨年参加したBBS

のコンファレンスではスピーカーの

人が「インターネットはローカル

BBSのためにあるようなものであ

り、インターネットの真の普及・

推進役はローカルBBSのシスオペである」と

いうようなことを話していたが、何万という

ローカルBBSが全国に散らばっていたという

ことと、インターネットの急速な普及とは決

して無関係ではあり得ない。

日本でインターネットバブルを見た
一方日本のインターネット環境はいかがな

ものであろうか。3月末に日本に行ったとき

は、あまりのインターネットブームに驚きを

禁じ得なかった。しかし、そのブームは決し

て地に足がついたものではなく、金儲けのた

め道具として使われているだけ、と感じてし

まった。山のような関連書籍が出版されてい

るが、インターネットの文化や内容について

書かれているものは翻訳物を除くとほとんど

見かけなかった。その翻訳物にしても、日本

の実状とはかけ離れたものをただ日本語にし

ただけという物が目立つ。パソコンショップな

どでは完全に客寄せ、あるいはハード・ソフト

を売るための道具としかとらえられていない。

こんなことでは本当のインターネットの姿な

ど伝わりはしまい。そうでなくともインターネ

ットの数ある機能の一つに過ぎないWWWだ

けが異常にもてはやされているのが現在の日

本におけるインターネットである。このまま

バブルとして消えてしまうにはあまりにもっ

たいない。もっとも、インターネットに限らず

日本に本当のパーソナル・ネットワークが根付

くためにはまずインフラとしての電話代がも

う少し何とかならないとどうしようもないか

もしれない。
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10分間話した場合の概算例

注）アメリカではさまざまな通話サービスを　
選択できるので、実際はもっと安くなる。
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